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Weaimatclarifyinghowscientificworldviewanditsmethodsarepenetratedintothe
textofMiddlemal･Ch,andhowscientificwayofthinkingandlanguagecontributeto
changlngthestructureandstyleoftheEnglishnovel.Withthissenseofawarenessin
view,WetrytomakeclearhowGeorgeEliotattemptstoreconciletheconnict
betweenhercherishedChristianoutlookandterminologywiththemethodof
verifyinghypothesesthroughexperiments.Amongtheauthor'sfictional
presentations,Wefindthataheateddiscussionbetweenbiblicallanguageand
physiologlCal,psychologlCaloneisevidentintheprotagonists'portraits.Foran
exampleofthis,WetakeupspecificpassagesofLydgate'sdelineation,andanalyze
howthenovelistexploredaninnovativemethodofenlarglngthedimensionin
characterportrait.
Keywords:聖書批評,自然法則,実験科学,ロマン派的物質主義,心の科学
序
『ミドルマーチ』(Middlemarch,1871-72)(以下.
MM と略称)には,科学の発想と語桑が登場人物の
件格描写のテクストの隅々にまで浸透している｡個
人と共同体の,あるいは個人と個人の,和才f'.依存の
生きたネットワークを動的に捉える眼は,作品創造
の原動力として機能している｡絶えず変化流動する
人間関係のダイナミズムをプロセスのままに描く問
題意識は,必然的に視点の多様性となって作品の構
造の中に生きている｡作品世界を生きる個々の人物
は,過去という奥行をもった立体地岡のなかに位置
づけられ,その生き様と価値は相対化される｡
さらに.作品総体で相対化する地図の奥行を深め
ているのは,ジョージ･エリオット(GeorgeEliot,
1819-80)がMMを創作した時(1869年から1872年)
と描かれた時代 (1829年から1832年前後の数年)
の時間的隔たりである｡ほぼ40年の時の経過を経
て振り返られるイングランドの過去の姿には,その
間の時代精神の変化が微妙に反映されている｡エリ
オットは,小説創作に乗 り出す1856年までには,
ヨーロッパ時代精神との対話を糧として文芸批評の
道を歩んでいた｡自らの子ども時代に当たる1832
年前後の歴史的はざまの時代を顧みる作家の目に
は,当代の最先端の知識と洞察が生きている｡これ
らは,作家の代理人としての語り手の歴史的想像力
として,〃〃のテクストの隅々に浸透している｡こ
れが語り手の言説にアイロニー (ものの見かけと実
態との落差を明敏に察知する感受性)を添えること
になり,作品の言語に深い陰影をもたらしているO
語りの手法に表れる時代精神との対話がMMのテ
クストに陰影を添えるありようは複雑微妙で.一筋
縄では捉えきれない｡その多様な相の一端を,作品
テクストの言語事実によって裏づけるのが本論考の
趣旨である｡とりわけ,作家の科学的世界観との対
話は,彼女の最後の2作品たる〃〝と 『ダニエル ･
デロン烈日DanielDeronda,1875-76)(以下.DD
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と暗称)では円熟した芸境に達している｡これは,
主な批評家の一致した見方である｡ 1) では,科学
的世界観と科学の方法は,〃〃の構造と人物描写に
いかに反映しているのであろうか｡また.この方法
がイギリス小説の性質に何をもたらすことになった
のであろうか｡この問題を掘り下げるうえで,好個
の素材を提供しているのが,MMの登場人物のうち,
ドロシア (Dorothea),カソーボン (Casaubon),
パルストロード(Bulstrode),リドゲート(Lydgate)
であり,かかではグエンドレン (Gwendolen)であ
る｡
特に,医師リドゲートの科学的世界観と探求方法
は,シャトルワース (Shuttleworth)によれば,
作家の伴侶ルイス (Lewes)とエリオットの実験科
学に関する共同研究の成果が反映したものであると
いう｡(22-3)ビア (Beer)は,ルイスとエリオッ
トの科学の問題意識にロマンティシズムの遺産を見
ていう｡宇宙自然に ｢一つの命｣が生きているとみ
るロマン派的見方がヴィクトリア朝に至って,命の
起源と相互依存の探求へと継承され,これがMMで
は創作原理に高められたと｡命の起源と相互依存の
問題意識 (ダーウィン(Darwin(1809-82),644)は,
広く社会と文化のありようにも及んだ｡ひいては.
日常言語の科学的意味合いと科学用語の日常生活に
おける含み-と関心が深まり,これが〟〟へと結実
したという｡(144)
〟〝におけるリドゲートの性格描写が注目される
のは,彼の科学者 ･医者としての視野が,人間関係
の相互依存のダイナミズムを凝視する語り手の言説
にあまねく及んでいる点にある｡さらに興味深いこ
とは,彼の理想主義が挫折するプロセスには,科学
的世界観に対する作家の矛盾した見方が反映してい
ることである｡エリオットの科学に対する見方には
肯定と懐疑の複雑なゆらぎがある｡これをリドゲー
ト描写のテクストに具体的に跡づけることも本論考
の目的である｡
Ⅰ.科学と宗教の和解としての聖書批評
19世紀中葉から後半にかけて,ヨーロッパ時代
精神の特徴は,超自然的宗教としてのキリスト教の
教義が科学的世界観の挑戦によって根本から揺らい
だことにある｡神の啓示としての聖書が無謬神話の
ヴェールをはがされ.人類の体験的真実を記録した
歴史の書として批評の風上にのぼせられた｡これが
ドイツロマン主義に触発された聖書批評の見方であ
る｡イギリスでもこの時代思潮は,19世紀初頭か
ら中葉にかけて, ドイツ文芸に通じた詩人と批評家
によってもたらされた｡コールリッジ (Coleridge,
1772-1834),ワ-ズワース (Wordsworth,1770-
1850).カーライル (Carlyle,1795-1881)を源流
とするロマンティシズムの世界観は,聖書を現代人
の科学的教養に堪えるように再解釈し,その体験的
真実を現代生活に蘇らせようとするところに,その
要諦があった｡テニスン (Tennyson,1809-92),
マシュー･アーノルド (MathewAm old,1822-88)
に代表される宗教的不可知論 (Agnosticism)への
傾斜は,信仰-の心情的共感をもちながら,知性は
批評精神に従おうとする系譜の知識人を生み出し
た｡彼らに共通する感受性は教義よりも直感,想像
力を尊ぶものであった｡子どもの感受性に立ち戻り,
因習化した制度や習慣を解体し,自然からのインス
ピレーションと内発性と詩の復権に,生きる知恵を
再発見しようとした｡ 2)
エリオットは.こうした時代精神の申し子であっ
た｡国教会の信仰共同体に生を享けながら,少女期
から思春期まで福音主義の熱烈な信仰を抱いてい
た｡彼女の福音主義信仰は,一つには生来の多情多
感な天分に由来する.因習的な宗教に対する反骨心
の表現という側面があった｡だが,彼女の器の大き
い知的天分と想像力は,福音主義の禁欲的理想主義
が,みずからの潜在的能力にたがをはめる含みのあ
ることを早くから直感していた｡1841年,彼女は
チャールズ･ヘネル (CharlesHennel)のInquかV
ColCerningt7wOnl,ginofChristia717',ty(1838)に
出会い,これが契機となって ｢ドイツ高等批評｣
(GermanHigherCriticism)の問いかけた聖書の
歴史主義的批評に自己発見の契機があることに気づ
いたのである03)
エリオットが聖書の世界観と言葉を自家薬寵中の
ものとする一方,その心酔者の陥りやすい教条主義
から脱却することができたのは,ギリシャ語,ラテ
ン語,フランス語,イタリア語を主とする語学の豊
かな天分によるところが大きい｡特に, ドイツ語と
ラテン語の本格的な鍛錬は,彼女の聖書批評精神を
知識としてばかりではなく,皮膚感覚にまで磨きあ
げるのに多大な貢献をした｡シュトラウス(Strauss)
の 『イエス伝』(TheLifeofJesus,1835)(ドイツ
語版か らの英訳,1843-46),フォイエルバ ッハ
(Feuerbach)の 『キ リス ト教 の 本 質』(The
EssenceofChristianity,1841)(ドイツ語版からの
英訳,1854),スピノザ (Spinoza)の 『エチカ』
(Ethics,1677)(ラテン語版からの英訳,1854-56
午)などの翻訳は,ヨーロッパ語の起源と発展につ
いての洞察をもたらしたばかりでなく.原語の習熟
を通して古典との親しい対話が彼女の心に息づくほ
どのものであった｡
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ア-マース (Erm arth)によれば,多様な言語の
鍛錬によって,エリオットは個々の言語の単一的視
点を相対化する視野を身につけた｡これによって,
多様な観点から複雑な現実をさながらに捉える眼と
思考と感情のバランス感覚を身につけたという｡
(35-8)ヨーロッパ言語の文法システムを相対的に
捉えなおす姿勢と,公式や教義に還元されないダイ
ナミックな真理把糧の方法への関心は,聖書批評の
素養によってエリオットの作家生活の基盤となっ
た｡こうして培った脱虚構的な想像力 (レヴイン
(Levine),31)は〟〃の言説に生命的特質と機能
を添え,その性格描写に暖味で多層的な解釈可能性
をもたらすこととなった｡それゆえ,読者は作品の
言語と向き合うとき,解釈行為への参加を促され,
みずからの心が映し出され,複雑な地図に位置づけ
られたと感じるのである｡
Ⅱ.聖書批評と小説テクストの文体
エリオットの小説言語に対する見方は ｢芸術の形
式にかんする覚書｣("NotesonForminArt,'
1868)に,その一端が明らかにされている｡そこ
にロマン派詩人から継承した言語観がうかがい知れ
る｡それによると,人体の輪郭は内部器官の総和の
表現ではなく,個々の細胞が独自の働きをしつつ.
複雑に相互依存している｡部分に何らかの変化が生
じれば,その影響は他の部分にも及び,全体もこれ
に応じて変化するO-つの全体がまた外部と交流し
つつ,内部環境と呼応して形を自由に変える｡(358)
芸術の表現手段としての詩も,これと本質的に同様
の働きをしている｡｢生きた言葉は関係しあう意味
の血液循環によって養われ,これを使う人間の感受
性と思考の相互作用によって音楽となる｣(359)と
いう｡ここにみる命の営みとしての言語観は,エリ
オットが聖書批評から受け継いだ,宗教と科学の和
解を試みる問題意識から編み出したものである｡そ
こに,ロマンティシズムの有機的生命観 (organicism)
と科学的世界観にみる命の歴史的 ･空間的連鎖観が
分かちがたく結びついている｡これがエリオットの
小説言語の基盤になっているのである｡
デーヴイス (Davis)によると,｢心の科学｣は,
エリオットと彼女の同時代の知識人にとって死活的
に重要な探究領域になった｡彼らの生きた世紀は,
西洋人の ｢心｣観に根本的な変化が起きた時代であ
る｡精神生活は長く哲学論争と科学的観察の対象で
あったが,19世紀後半に至って,この分野は生物
学と実験科学の探究領域となった｡人間の心は,管
学と神学の問題であると同時に,自然界の他の現象
と同様に,科学研究の正当な対象となったのである｡
科学は,物質界と精神世界を結びつけることにより,
人間が自己を理解し,描写する新しい方法となった｡
これが,エリオットのように,心を描くことに関心
が深い小説家には,豊かな想像領域を切り開く武器
になった｡ダーウィンとその同時代人は,こうした
時代状況によって新しい問題に直面することになっ
た0人間の心を物質界の一部とみなすと,それは伝
統的な見方で想定されていた宇宙の中心たる地位を
失う危機に直面した｡心が自然の有機的生命の不可
欠の部分だとすると,それは他の動物同級 肉体内
部のプロセスの感化を受けることを意味する｡人の
精神もまた,環境条件と他の生命体との相互依存の
影響を受けていることになる｡エリオットの心の描
写にも同じ問題が横たわっていた.彼女は,絶えず
人間の心と肉体のつながりに目を向け,このつなが
りに由来する倫理的に肯定的側面を基盤にして,新
しい霊性を樹立した｡その一方で,精神が科学では
捉えきれない闇の領域を残していることを熟知し,
科学的対象把握の方法に懐疑の念を捨てきれなかっ
たというO(4-5)
科学と進化論の影響により ｢心の科学｣の視野が
広く社会 ･文化現象に及んだ19世紀後半の時代精
神を,エリオットは身をもって生きた｡長年の聖書
講読により培った宗教的想像力と情緒を生き生きと
保ったままで,科学の見方と言葉を,人間の生きざ
まの描写に生かす言語実験をやり遂げたのである｡
〃〃は,この実験の最前線とみてよい｡デーヴイス
の指摘する,人間の心と肉体のつながりに由来する.
倫理的に肯定的側面とは,霊肉の生き生きした交流
は命の充足をもたらすという認識である｡これはエ
リオットが,青春期以後,スピノザ (Spinoza)と
聖書批評の知見によって導かれ,共感を深めた境地
である｡一方,内なる自己が宿命的にもつ自己中心
性と盲目性の自覚は,子ども時代以来,彼女の個性
に深く根ざしていた｡これらの相矛盾する人間観の
葛藤は,エリオットの小説の中核にある｡この矛盾
と和解の試みは,彼女の小説の歩みと符合するとみ
ることができる｡では,この矛盾 ･葛藤がMMのテ
クストにどう表れているか,具体的に検討する｡
Ⅲ.プロットの性質の変化
MMは,自然と人間の相互依存ネットワークその
ものが小説の主題になっている｡これによって,関
係の網の目を貫く自然法則ないしは道徳律があまね
く働いていることが明らかにされる｡この法則が人
物の自我の動きによって浮き彫りにされる構造をも
っている｡自然界に進化と退化があり,死と再生が
繰りかえされるように,人物はその行動によって,
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あるいは道徳的成熟の道を歩み,あるいは道徳的陸
路に陥り,時に破綻を招く｡この法則は,自然界と
その一部たる人間の霊肉にも等しく生きている,と
いうのが〟〟の核心にある見方である｡
この見方は作品冒頭の｢序曲｣に示唆されている｡
"Whothatcaresmuchtoknowthehistoryor
man,andhowthatmysteriousmixturebehaves
underthevaⅣlngexperimentofTime,hasnot
dwelt,atleastbriefly,ontheLifeofSaint
Theresa,"(人間の歴史に俄烈な興味を覚え,この
神秘的に調合された存在が,変化･流動する時の実
験のもとで,いかに行動するかを知りたい人で,少
なくとも一時期,聖テレサの生涯を振り返ってみな
かった人がいるだろうか｡)4) ここには,人間の精
神と肉体を自然の有機的部分として不可分一体の存
在とみる観点がある｡人間を｢神秘的な素材の調合｣
とみる見方には,肉なる存在が自然法則の支配のも
とにあることが暗示されている｡｢時の実験｣とは,
自然の大いなる働きが,時の経過とともに因果の連
鎖の中で結果を産みだすしくみを連想させる｡｢人
間の歴史｣もこの文脈では,悠久の地球的時間の奥
行でみられている｡この見方は,人間を ｢万物の霊
長｣とみる伝統的なキリスト教の不文律から人間を
解き放ち,他の生物と同様,自然法則の絶対的な支
配に服する存在へと格下げする視座の転換を宿して
いる｡
人間を自然の営みの一部として捉えなおすナチュ
ラル ･ヒストリーの見方は,エリオットが聖書批評
から学んだ中核的な小説作法であった｡その方法は,
必然の法則を自然と人間の係わりあいの中に観察
し,記録することが目的であった｡ところが,19
世紀後半の1860年代と70年代に至って,進歩する
科学の探求方法が,広く社会 ･文化のありようを変
える含みを持つようになったのである｡ビアは,チ
ィンダル (｢Ⅳndal,1820-93)を援用しつつ,エリ
オットが小説において行った実験について語る｡自
然科学が想像力を枯渇させるかのような危倶の念を
抱く人もいるかもしれないが,事実は,科学と想像
力重視の文化 (thecultureoftheimagination)
は相照らすことができる｡原子や分子や振動や波動
は.眼に見えず,耳で聴くこともできないが,ただ
想像力を働かせることによってのみ直感されるの
だ｡この不可視,不可触の世界を,顕微鏡と望遠鏡
を用いて人間の理解可能な領域に位置づけることが
できる｡これら科学的機器の助けによって可能にな
った仮説構築の想像領域をロマン派的物質主義と呼
ぶことができる｡これが空想的な営みに新しい権威
を付与したという｡(141-42)
ビアは,実験科学の方法がもたらした文化の変容
について,続けて言う｡19世紀小説のプロットは
解釈という行為の根本的な形式になった｡この意味
のプロットは,隠されたものが明るみに出され,既
知の知識の外延部に広がる闇に潜む意味を包含し,
筋立ての完成をもって,意味が説明可能領域に持ち
こまれることを意味した｡このような意味あいにお
いて,プロットは仮説の性質を帯び,因果関係を解
き明かす語りは,アイデアを語ることから真理を語
ることへと地位を飛躍させた｡この働き高度化は,
ベルナール (Bemard,1813-78)の実験による仮説
検証ないしは,ダーウィンのアナロジー (異質な現
象の中に同質な働きや道理を見抜く眼)と歴史 (也
球的時間)によってもたらされたという｡(151)
以上,ビアの見解は,〃〟テクストの語りの構造
と性格描写に深い示唆を投げかけている｡この文脈
でみると,リドゲート描写のテクストには,作品の
構造そのものに関わる意味あいが感じとれる｡
He【Lydgate日ongedtodemonstratethe
moreintimaterelationsofliving
structure,andhelptodefinemen'S
thoughtmoreaccuratelyafterthetrue
ordCr....Wh atwastheprimitivetissue?
InthatwayLydgateputthequestion-not
quiteinthewayrequiredbytheawaiting
answer;butsuchmissingoftheright
wordbefalsmanyseekers.(15:166)5)
彼は,生命体のさらに密接な依存関係を論証
し,人間の思いをあるがままの順序に従って,
より正確に捉えることに何がしかの貢献がで
きればと考えた｡原初的組織とは何なのか｡
リドゲートはこう問い掛けた｡正解が待ち受
けているかのようなやり方ではなかった｡む
しろ,真実を穿つ言葉が見つからずにもがく
ことは多くの探求者の宿命なのだ｡
科学的真理探究の方法は,必然的に人間探究に暗
示を与えずにはおかない｡エリオットのように,宗
教的感受性と哲学的真理への関心を兼ね備えた作家
においては,人間の内的世界を凝視する手段として
科学の語桑と方法を用いることは,ごく自然な試み
で あ っ た｡…demonstratethemoreintimate
relationsoflivngstructure"という語句は,人間
の心を描く方途として,その生理的基盤に眼を向け
ることが必須の条件であるという認識を示してい
る｡ "Whatwastheprimitivetissue?'という問い
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ジョー ジ･エリオットにみる科学の受容と懐疑
は,ビシヤー (Bichat,1771-1802)からベルナー
ルへと継承された実験生理学の根本命題であり,近
代医学の出発点を画する問題意識であった｡その意
味するところは,生命活動を極微の細胞の働きから
捉え直すということにあった｡命の神秘の隠れ潜む
闇を手探りするリドゲートの姿勢は,特定個人の性
格描写の域を超えて,語り手の,語り,関係づける
(relate)問題意識を偲ばせる｡ものの本質を射貫
く言葉を求めて,沈黙の暗闇をまさぐる彼の想像力
は,人間を凝視する語り手のものでもあることを想
起させる｡
Ⅳ.自然と,人間の精神世界を貫く法則
リドゲートの医者の眼に仮託された実験科学の方
法は,エリオットがMMを構想する頃までには,人
間を探求するうえで含みもつ科学的視点の意味あい
に気づいていたことを窺わせる｡実験生理学の方法
は,内なる人間の生理と心理が,わかち難くつなが
っていることを教えてくれる｡命の営みを細胞レベ
ルで捉えようとする眼は,人間の精神的な営みにも,
その法則性が生きていることを想像させずにはおか
ない｡ルイスとの共同研究で培ったエリオットの生
理学 ･心理学的直感は,リドゲートの方法を措く一
節に跡を留めている｡
.theimaginationthatrevealssubtler
actionsinaccessibletoanysortoflens,
buttrackedinthatouterdarkness
throughlongpathwaysofnecessary
sequencebytheinwardlightwhichisthe
lastrefinementofEnergy,Capableor
bathingeventheetherealatomsinits
idealyiluminatedspace‥ ..hewas
enamouredofthatarduousinvention
whichistheveryeyeofresearch,
provisionallyframingitsobjectand
correctingittomoreandmoreexactness
ofrelation;hewantedtoplerCethe
obscurityofthoseminuteprocesses
whichpreparehumanmiseryandjoy,
thoseinvisiblethoroughfareswhichare
thefirstlurking-placesofanguish,mania,
andcrime,thatdelicatepoiseand
transitionwhichdeterminethegrowthof
happyorunhappyconsciousness.(16:
183-84)
(リドゲートは,)いかなるレンズにも映し出
せない微妙な働きの正体をつかむ,そういう
想像力を求めた｡エネルギーの究極的な洗練
といえる内的な光によって必然の法則の迂遠
な道筋をたどり,外界の闇を手探りしてゆく
のである｡このような光は想像力によって視
覚化された空間を浮遊する霊妙な原子ですら
思い描くことができる｡ 彼は,探
求者の眼そのものといえる,骨の折れる創造
的な営みに惚れこんでいた｡暫定的に対象を
心に思い描き,一層真実に肉薄する関係把握
(語り)へと修正を繰りかえしてゆくやり方
である｡彼は,これら絶妙なプロセスの闇を
照らしたいと願った｡人間の苦しみと喜びの
基盤ともなり,苦悩と熱狂と犯罪が兆し,隠
れ潜む場である,あの眼に見えない通路を捉
えたかった｡あの微妙に均衡と変動を練りか
えす働き,これこそ人間の幸不幸がよってき
たる所以となる働きなのだ｡
ここには,自然をあるがままに観察するナチュラ
ル ･ヒストリーの問題意識に実験科学の方法が加わ
ったことが示されている｡人間の五感で捉えうる現
象の背後に生命の神秘があるOこれを,想像力を駆
使して思い描き,実験によって裏づけてゆく方法で
ある｡この試みは,私たちが命の神秘に対していか
に無知であるかという自覚から出発している｡わず
かな既知の現象を手掛かりにして,心は想像領域に
遊ぶ｡インスピレーションがいずこからともなく,
闇を手探りする探求者に訪れる瞬間である｡
これを捉えようとする文章には,心踊るロマンが
行間ににじみ出している｡おのずから,言葉に絵画
的なイメー ジの相互照射が感 じられる｡t`he
imaglnationthatrevealssubtleractions,
"inwardlight,""idealyiluminatedspace,
provisionalyframingitsobject"は.眼に見え
ない世界を心の目で可視化する想像的思考を想起さ
せる｡漠とした直観が仮説となり,これを裏づけよ
うとす る問題意識が導 きの光 となる｡"Outer
darknessthroughlongpathwaysofnecessary
sequence, plerCetheobscurityofthose
minuteprocesses"これらの言い回しは,自然界
の神秘の働き･プロセスが必然の法則に従って営ま
れていることを明らかにしている｡真理が隠れ潜む
闇を手探りするには,感覚を研ぎ澄ますことが要求
される,J心を無にして対象に溶けこむとき,直感が
訪れる｡それは,忍耐強い冷徹な事実認識の果てに
与えられる,想像力の飛躍の瞬間である｡
想像力をエネルギーの洗練された働きとみる見方
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には,生理と心理を一つものとみる直感がある｡肉
体と精神を二元論的にみるキリスト教文明の伝統的
な観点から,心身-如の発想-の転換がここにある.
b`athingtheetherealatoms"という措辞は,命が
液体のように流動しているイメージを連想させる｡
同時に,精神活動が物質的基盤を基にしつつ,どこ
かで肉ならざる世界-飛躍する暗黙の認識を示して
いる｡感情の動きを p`athway,""thoroughfare,
…lurkingplaceMという空間的イメージで表現して
いる発想も,単なる比倫を超えて,感情と肉体の有
機的相互依存を示している｡この一節に端的にみえ
るように,エリオットは聖書講読で培った人間観を,
キリスト教とは異質な言葉で捉え直そうと試みてい
る｡
リドゲートの性格を構想する作家の眼には,レン
ズを覗きこむ科学者のイメージが生きている｡レン
ズが映し出す世界は,日常生活を営む人間を,生物
としての根本的事実のままに捉え直す視座の転換を
迫る｡人は,草木や動植物や微生物と同じ生物とし
て,人智を超えた働きによって生かされているとい
う見方である｡
‥ .charactertooisaprocessandan
unfolding.ThemanlLydgate]wasstilin
themaking,asmuchastheMiddlemarch
doctorandimmortaldiscoverer,and
therewerebothvirtuesandfaults
capableofshrinkingorexpanding.(15:
166-67)
性格もまたプロセスであり,生成発展するも
のである｡この男はミドルマーチの医師とし
ても,不滅の発見者としても発展途上にあっ
た｡彼の美点も弱点も萎えしぼむか成長する
か.いずれかの可能性を秘めていた｡
性格を変化流動する ｢プロセス｣とみる見方は.
生物界の有機的相互依存を見通している｡この法則
の働くところ,人は悠久の時の流れのなかで､J一刻の
命を賜り,固有の役割を果たしては去ってゆく｡こ
こでは.個々の人物の美徳も弱点も人間社会の規範
という以上に.生物として生き延びるための知恵の
視点から眺められている｡生命の法則に適えば成長
し, これに従わなければ衰退が待 っている｡
"Nothingintheworldmoresubtlethanthe
processoftheir【themultitudeofmiddle-aged
men'S]gradualchange."(15:161)(人生を長く生
きた人々が経た,ゆっくりした変化のプロセスほど
に微妙なものが他にあろうか｡)人がゆっくりと変
化するプロセスには本人もあずかり知らぬ神秘的な
力が生きている｡この神秘を探究することにこそ,
作家の人間探究の核心がある｡リドゲートの人生行
路を描き起こす章にそっと差しはさまれた語り手の
感慨は,〃肘の芸術的意図を示唆する認識とみてよ
いo
V.作家の科学観の反映としてのリドゲート
医学 ･生理学の研究者として志を抱き,同時に患
者の癒しという社会的善を目指すリドゲートの性格
像は,語り手の ｢時の実験｣の対象として焦点化さ
れる｡彼は,作家の科学的世界認識の代理人として.
積極的可能性を一方で担いつつ,もう一方で,科学
の内包する本質的弱点をも体現している｡そこに,
エリオットの科学に対する複雑微妙な評価の綾が暗
示されている｡
科学的真理探究の方法として言われることは,自
己を対象から切り離し,客観的な観察と分析を加え,
時に実験をとおして仮説を検証し,法則を発見し,
応用して.無知の闇から人間を救うということであ
る｡ところが,科学の大きな可能性を熟知する作家
の問いは,それが人格完成の道を歩む光として充分
であるかどうかに注がれている｡｢主を畏れ敬う心
は知恵のはじめ｣(｢詩篇｣111:10)6Jとみる聖書的
人間観を深く身につけたエリオットは,人間が自ら
の知恵を頼む危うさを熟知していた｡対象から自己
を切り離し,真実に迫る方法が,人生智として人を
成熟に導くかどかどうかについて,懐疑的な姿勢は
終生変わることはなかった｡自己の見識を頼む心が,
現実の人生のここかしこに隠れ潜む民に足を取ら
れ,ものを見る眼が曇り,自己執着の闇に沈む道理
を作家は直視し続けた｡
先に触れたように,人格を流動するプロセスとみ
る見方は,作品の有機的構造のなかに組みこまれて
いる｡〃〝 第15章は,この人間観に基づいて構想
されている｡この章でリドゲートの医学 ･生理学者
としての見識が体系的に導入されているが.フラッ
シュバック (人物の過去を遡って焦点化する手法)
で,一つの暗示的なエピソードが描かれている｡そ
れは,彼の女性観と結婚観を確信的な信念にまで打
ち固めた過去の体験である｡1832年パリ留学中,
27歳の彼は,解剖学研究に精励しているさなか,
観劇を楽しむ機会があった｡その折,夫婦の痴情の
もつれを演じる官能的な女優が,実際に夫でもある
役者を刺し殺す挙に出たのを目撃した｡これにロマ
ンティックな情念を触発された彼は.成熟した女の
エロティシズムの虜となり,夫を殺すに至った動機
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ジョー ジ･エリオットにみる科学の受容と懐疑
を,直接本人から探ろうとした｡その過程で,男女
のエロスの底知れない奈落を垣間見たのである｡ほ
どなく惑溺のほとぼりから覚めた彼は,以後,エロ
スの盲目的な世界を予感しつつ,これに背を向けた
のである｡
Buthehadmorereasonthaneverfor
tmstinghisjudgment,nowthatitwasso
experienced;andhenceforthhewould
takeastrictlyscientificviewofwoman,
entertainingnoexpectationsbutsuchas
werejustifiedbeforehand.(15:171)
彼はみずからの判断に経験が加わったこと
で,これを頼む気持ちが強くなった｡今後は
女性を厳密に科学の服でながめ,あらかじめ
根拠が確かめられる場合をのぞき.女性に期
待を抱くことは憤みたいと思ったo
ここには.色恋の何たるかを体験的に知る語り手
の風刺眼が,アイロニーとなって行間に潜んでいるO
わが心と肉のうちに,科学的知見ではいかんともし
がたい業の深さを感じとった彼は,自己の知恵を頼
む気質的判断を打ち固めた｡｢曇りない心で想像力
を研ぎ澄ます｣科学研究の足手まといになるものは,
心から追い払ったのである｡これによって,彼は命
の神秘の世界から聞こえてくるささやきに耳を閉ざ
した｡これに代えて,自らのはからいと段取で人生
を切り開こうとする生きざまに固執するようになっ
た｡
Ⅵ.恋愛描写にみる科学とロマン派的審美主義の葛
藤
前節に述べたような過去からの行きがかりを背負
ったリドゲートは,町の良家ヴインシー家の愛娘ロ
ザモンド (Rosamond)と出会う｡二人のお互い
への思慕が,周囲の複雑な思惑にもかかわらず結婚
へと結実する瞬間を,語り手は語る｡その瞬間は,
ロザモンドがうっかり落とした鎖縫いのネックレス
を,どちらからともなく拾おうとして眼が会った瞬
間だった｡
‥.Atthismomentshewasasnaturalas
shehadeverbeenwhenshewasfive
yearsold:shefeltthathertearshadrisen,
anditwasnousetotrytodoanything
elsethanletthemstaylikewaterona
blueflowerorletthemfalloverher
cheeks,evenastheywould.
Thatmomentofnaturalnesswasthe
crystallizingfeather-touch:itshook
flirtationintolove.Rememberthatthe
ambitiousmanwhowaslookingat
Forget-me-Rotsunderthewaterwasvery
warm-heartedandrash.Hedidnotknow
wherethechainwent;anideahadthriled
throughtherecesseswithinhimwhich
hadamiraculouseffectinraisingthe
powerofpassionatelovelyingburied
thereinnosealedsepulcher,butunder
thelightest,easilypiercedmould.(31:
335)
･･･この瞬間,彼女は五歳の少女さながら
にはからいがなかった｡いつの間にか涙がこ
みあげてきていた｡青い花に露が溜まるよう
に涙が浮かんだままにするにせよ,いまにも
頬を伝わり落ちようとする涙をそのままにす
るにせよ,ほかになす術はなかった｡
はからいなき瞬間は羽根でそっと触れるだ
けで結晶させる瞬間であった｡一瞬のうちに
戯れの恋は愛に変わっていた｡水底にゆらめ
く忘れな草をながめていたこの夢多き男は,
熱い血潮と向こう見ずな性向をもっていたこ
とは思い起こしておこう｡彼はネックレスが
どこに行ったか知らなかったD心の奥底にあ
る予感がゾクッとするような戦懐とともに兆
した｡この予感は,封印された墓の中にうず
もれている訳ではなく.ほんのそっと触れる
だけでこわれてしまう鋳型のすぐ下にうずい
ている情熱的な愛の力を呼び起こすのに奇跡
的な効果があった｡
忍ぼうとすればするほど募ってくる思慕は,人を
利害 ･打算の世界から,はからいなき世界に放り出
す力である｡命の神秘が心身を捉えて,いずこへと
も知れぬ運命へ運び去る瞬間である｡おのずから湧
きあがる感情の流れは,浮世のしがらみと打算を突
破させる｡エロスのほとばしりは,人を行動に突き
動かす神秘の働きである｡これを∴ c`rystallizing
feather-touch-'という想像的な暗除が示唆してい
る｡｢結晶化｣のイメージは,肉体の生理的な働き
が感情と連動して,心に劇的な変化をひき起こす命
の神秘を想起させる｡ ■`nosealedsepulcher"の例
にみられるように,頭韻を踏んだ古雅な語句を,杏
定語で意味を反転させると,却って鮮烈なエロスの
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ほとばしりが読者の想像力を捕らえる効果を生んで
いる｡
ロザモンドの涙は,感情が液体のような動きをし,
これを理性ではどうすることもできない人間的真実
を,視覚的イメージによって浮き彫りにしている｡
青い瞳に溜まった涙が今にもこぼれ落ちようとする
いる｡無心のうちに訪れる感情の動きは,これを見
つ め る相手の感覚的陶酔 を も連想 させ るLl
"natural(ness)"は,幼な子のイメージも響きあっ
て,はからいなき命の燃焼を偲ばせるOこれが訪れ
るとき,人は生の衝動を解き放たれ,束の間の心の
自由を得る｡こうした無私の感情は,これを向けら
れた相手の琴線に触れずにはおかない｡ ●`anidea
hadthriledthroughtherecesseswithinhim'こ
れは,恋慕の情をほどほどに楽しもうとしていたり
ドゲートの遊び心が本当の恋心へ変わった瞬間を捉
えている｡心の中に無意識の闇が広がり,言葉が及
ばぬ沈黙の世界で行動-の意志が芽生える瞬間であ
るO "lyingburiedthereinnosealedsepulcher,
butunderthelightest,easilypiercedmould.◆'こ
の空間イメージは,彼の強壮な肉体そのものに基盤
のあるエロスの情念が,相手の一見些細とみえるし
ぐさにも激しく反応するさまを思わせる｡この点描
には,作家自身も恐らく意識して表現している訳で
はない,言葉のイメージの有機的照らしあいがみら
れる｡反復のある韻律美は,言葉が豊かな蓄積の泉
から無意識に流れ出たものであることを想像させ
る｡
ⅥⅠ.結語
本論考では,リドゲートの性格描写にはエリオッ
トとルイスの共同研究の成果が色濃く反映している
ことをテクストから跡づけてきた｡これを簡潔に言
えば,実験科学の方法と言葉が人物の内面描写に浸
透し,イギリス文学の伝統的な文体や美意識に修止
を加えたということである｡
｢その2｣では,リドゲートの結婚生活の苦しみ
を描くテクストに焦点を当て,彼の高い志が潰えて
ゆくプロセスを辿る｡これを描く作家の文体に,坐
理学 ･心理学的洞察と宗教的想像力とが葛藤してい
ることを裏づけてゆく｡
さらに,彼の人生の挫折を凝視する作家の眼は,
科学の限界を示唆していることを明らかにする｡エ
リオットは,人格完成への歩みとして ｢主を恐れ敬
う心｣の重要性を認識していた｡この宗教的人間観
が 『ミドルマーチ』構想の基盤になっていることを
論考する,J
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